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地
域
が
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題

を
解
決
す
る
に
は
ỏ
信
頼
で
き
る
農

地
の
中
間
的
受
け
皿
を
活
用
す
る
こ

と
が
有
効
で
す
Ốủ
農
地
の
管
理
が

難
し
く
な
ỳ
て
き
た
の
で
貸
し
た
い

が
ỏ
相
手
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
Ứủ
経

営
規
模
を
拡
大
し
た
い
が
借
り
ら
れ

る
農
地
を
探
す
の
が
大
変
Ứ
と
い
ỳ

た
こ
と
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
Ố

　
貸
し
た
い
農
地
が
あ
る
人
は
ỏ
農

地
の
あ
る
市
町
村
ỏ
ま
た
は
　
千
葉

（公社）

県
園
芸
協
会
ớ
農
地
中
間
管
理
機
構
ỏ

以
下
機
構
Ờ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

機
構
が
農
地
の
受
け
手
を
探
し
ま
す
Ố

　
ま
た
ỏ
賃
料
の
徴
収
ỏ
支
払
い
は

機
構
が
行
い
ま
す
Ố

造園組合が花を寄贈
　6月12日、市の造園組合
のみなさんが市役所を訪れ、
グズマニアの鉢植えを市に
寄贈しました。
　グズマニアはパイナップ
ル科の植物で、熱帯出身。多
くの市民が訪れる市役所本
庁のロビーが目に鮮やかな
赤や黄色に彩られ、明るくな
りました。

　万が一の交通事故に備え、家族
そろって交通災害共済に加入しま
しょう（今年5月に保育園、幼稚
園、学校で集団加入した人を除く）。
■対 市内に住民登録をしている人。
■申 市民安全課、市民課、印旛支所・
本埜支所、各出張所にて受け付け。
胸年会費…1人700円。

胸共済期間…平成27年9月1日～
平成28年8月31日。
申込書とパンフレットは、市民安
全課、市民課、各支所・出張所に
用意。
※申込書の全戸配布はしません。
■問 市民安全課市民安全班　（緯内
線712・713）。

　平成27年度
　　  交通災害共済一般会員加入者募集

　
希
望
す
る
受
け
手
が
い
る
場
合
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

　
ま
と
ま
ỳ
た
農
地
を
機
構
へ
貸
し

付
け
た
地
域
に
は
ỏ
協
力
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
Ố
ま
た
ỏ
農
地
を
機
構
に

貸
し
付
け
た
個
人
に
も
ỏ
要
件
を
満

た
せ
ば
協
力
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
Ố

※
現
地
確
認
の
結
果
ỏ
再
生
困
難
な

耕
作
放
棄
地
な
ど
は
ỏ
機
構
は
借
り

受
け
ま
せ
ん
Ố

※
 機
構
か
ら
農
地
を
借
り
た
い
場

合
は
ỏ
借
受
希
望
者
の
募
集
ớ
随
時
Ờ

に
応
募
Ố
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　消費税率の引上げによる影響を緩和するため、昨年度に引き続き、今年度も
「臨時福祉給付金」を支給します。今年度の臨時福祉給付金（平成27年度版）
の概要は次のとおりです。
猿支給対象者
　平成27年度住民税（均等割）が課税されない人（非課税者）。
※自身を扶養している人が課税されている場合や、生活保護制度の被保護者
である場合などは対象外。
猿支給額
　支給対象者1人につき6,000円（昨年度にあった加算は、今年度は無し）。
猿基準日　平成27年1月1日。
猿申請先　基準日に住民登録のある市区町村。
猿申請方法
　支給対象者がいると思われる世帯には、8月下旬に市から申請書などを送付
します。必要事項を記入し関係書類を添付の上、下記まで提出（郵送可）。
　同一世帯内に複数の非課税者がいる場合は、代表者（申請者）がまとめて支
給人数分を申請。支給は代表者（申請者）名義の口座に世帯の支給合計額を振
り込みます。
猿申請期限
　12月18日画（消印有効）。申請期限後の受け付け不可。
猿支給時期
　支給対象者には申請受け付け後、約1カ月～1カ月半の間に指定の口座へ
振り込みます。また、支給決定通知もしくは不支給決定通知を送付します。
「振り込め詐欺」にご注意ください
猿市や厚生労働省などがATM（銀行・コンビニなどの現金自動預け払い機）
の操作をお願いすることは、絶対にありません。 
猿現時点で、市や厚生労働省などが市民のみなさんの世帯構成や銀行口座の
番号などの個人情報を照会することは、絶対にありません。
※ご自宅や職場などに、市や厚生労働省（の職員）などをかたった電話や訪問
があったら、迷わずお住まいの消費生活センター、最寄りの警察署または警察
相談専用電話（＃9110）にご連絡ください。
■問 【給付金申請】社会福祉課厚生班（緯内線551～553）・【給付金制度】厚
生労働省専用ダイヤル（緯0570―037―192）。

農地中間管理機構

臼農地を借り受けます
渦担い手がまとまりのある形で
農地を利用できるよう、配慮し
て貸し付けます
嘘必要に応じて、農地の利用条
件を改善します

（（公社）千葉県園芸協会）
農地を
貸したいなぁ

よし、
規模拡大しよう外

出し手 担い手

▲一鉢一鉢、丁寧にプランターへ入れていきます
滑いきいきとロビーを飾ります

　
市
は
ỏ
6
月
　
日
付
け
で
ỏ
珂
セ
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ブ
ン
Ổ
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
Ỿ
パ
ン
と
災

害
協
定
ủ
災
害
時
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お
け
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物
資
の

供
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協
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す
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協
定
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高
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守
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齢
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ỽ
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ồ
ク
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を
締
結
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ま
し
た
Ố

　
板
倉
市
長
は
ủ
災
害
発
生
時
に
ỏ

市
や
家
庭
の
備
蓄
で
不
足
す
る
部
分

を
補
え
る
よ
う
に
な
る
Ố
本
年
4
月

の
高
齢
化
率
が
　
％
を
超
え
る
当
市
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に
と
ỳ
て
ỏ
地
域
福
祉
の
向
上
に
つ

な
が
る
Ứ
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
Ố

ま
た
ỏ
同
社
ỏ
内
竹
千
葉
・
南
茨
城

ゾ
ồ
ン
マ
ネ
ジ
Ỿ
ồ
は
ủ
会
社
と
し

て
何
か
で
き
な
い
か
考
え
て
き
た
Ố

地
域
の
お
店
と
し
て
市
民
の
安
心
の

た
め
協
力
し
た
い
Ứ
と
応
え
ま
し
た
Ố

　
市
で
は
今
後
も
災
害
に
備
え
ỏ
ま

固い握手を交わす内竹千葉・南茨城
ゾーンマネジャー（右）と板倉市長

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
Ố

　
主
な
協
力
内
容
は
ỏ
市
の
要
請
に
基

づ
き
ỏ
同
社
が
食
料
品
や
飲
料
品
ỏ
日

用
品
な
ど
の
物
資
を
供
給
し
ỏ
指
定
避

難
場
所
ま
で
運
搬
す
る
こ
と
で
す
Ố

　
ま
た
ỏ
同
社
が
行
う
物
資
運
搬
な
ど

の
車
両
の
通
行
は
ỏ
市
が
支
援
し
ま
す
Ố
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高
齢
者
見
守
り
協
定

　
こ
の
協
定
は
ỏ
高
齢
者
な
ど
の
見

守
り
や
声
か
け
を
行
い
ỏ
孤
立
や
虐

待
の
防
止
ỏ
認
知
症
の
早
期
発
見
に

結
び
付
け
ỏ
高
齢
者
な
ど
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
Ố

　
主
な
協
力
内
容
は
ỏ
市
内
に
あ
る

同
社
　
店
舗
が
日
常
業
務
で
地
域
の
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高
齢
者
な
ど
に
ủ
さ
り
げ
な
い
見
守

り
Ứ
を
行
い
ỏ
異
変
を
発
見
し
た
場

合
な
ど
は
ỏ
そ
の
状
況
な
ど
を
市
に

連
絡
す
る
こ
と
で
す
Ố

■問 
高
齢
者
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祉
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内
線
2
7
8
ỜỐ

た
ỏ
地
域
見
守
り
ネ
ỽ
ト
ワ
ồ
ク
事

業
推
進
の
た
め
ỏ
協
定
締
結
を
進
め

ま
す
Ố

災
害
協
定

　
こ
の
協
定
は
ỏ
災
害
時
に
市
民
生

活
の
早
期
安
定
を
図
る
た
め
ỏ
市
と

同
社
が
相
互
に
協
力
し
物
資
の
供
給

 農
地
貸
借
の
中
間
的
受
け
皿

　
　
 　
　
　
   農
地
中
間
管
理
機
構

臼地域集積協力金（地域）
　集落などの農地をまとめて（2割以上）機構へ貸し付けた場合
渦経営転換協力金（個人）
　離農または畑に専念するため、水田などの部門をやめ、その農
　地を機構へ貸した場合
嘘耕作者集積協力金（個人）
　連続する2筆以上の農地などを機構へ貸した場合

―協力金の内容―

2～3.6万円／10些

30～70万円／戸

2万円／10些

借
り
受
け

貸
し
付
け

 臨時福祉給付金を支臨時福祉給付金を支給給

 市役所ロビーに南国の彩り市役所ロビーに南国の彩りがが

 セ
ブ
ン
␘
イ
レ
ブ
ン
と

　
災
害
協
定
・
高
齢
者
見
守
り
協
定


